
主
な
意

見
現
在
ま
で
の
対
応

今
後
の
対
応

地
域

連
絡
会

議

・
屋
久
島
の
地
域
連
絡
会

議
は

行
政

機
関

の
み

で
あ
り
、
他

の
世

界
遺

産
地

域
の

よ
う
に
地
域
の
民
間
団
体

が
入

っ
て
い
な
い
。

・
行
政
機
関
で
構
成
。

・
地
域
連
絡
会
議
に
民
間
団
体
を

参
画
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
や
り
方
、

対
象
範
囲
を
議
論
す
る
。

・
利
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

の
枠
組
み
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で

事
足
り
る
可
能
性
が
あ
る
。

地
域

拡
張

・
世
界
遺
産
地
域
の
拡
張

は
、
今

後
に
お
け
る
検

討
課

題
に
入

れ
る
べ

き
。

・
現
管
理
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
行
区

域
を
前
提
と
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
課
題
と
し
て
い
な
か
っ
た
。

・
遺
産
地
域
の
拡
張
は
、
新
規
登

録
に
も
匹
敵
し
、
優
先
課
題
と
て

は
、
低
い
と
考
え
る
。
今
後
、
拡
張

区
域
つ
い
て
は
、
論
議
の
場
を
持

つ
こ
と
と
す
る
。

・
今
回
の
申
請
に
関
し
て
は
、
文
部
科

学
省
の
ル
ー
ル
に
則
り
、
移
行
地
域
を

設
定
し
て
い
る
。

・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
き
、
専
門
部

会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
。
専
門
部

会
に
は
、
他
課
に
も
協
力
を
依
頼

す
る
予
定
。

・
緩
衝
区
域
に
該
当
す
る
国
有
林
の
薪

炭
共
用
林
に
つ
い
て
は
、
共
用
林
の

契
約
者
の
理
解
を
得
て
、
３
者
（
国
、

町
、
契
約
者
）
の
確
認
書
を
取
り
交
わ

し
、
担
保
す
る
。

そ
の
他

エ
コ
パ

ー
ク
の

拡
張

登
録
申

請

・
移
行
地
域
に
関
し
て
は

、
屋

久
島

町
の

全
課

を
上

げ
て
取

り
組

ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

・
ジ
オ
パ
ー
ク
も
検
討
し
て
欲

し
い
。

・
世
界
遺
産
地
域
が
北
東

方
向

に
延

び
て
い
る
愛

子
岳

の
辺

り
は

、
将

来
的

展
望

と
し
て
海
岸
ま
で
自
然
の
景

観
で
つ
な
ぐ
こ
と
が

可
能

。
視

野
に
入

れ
て
エ
コ
パ

ー
ク
の

地
域
設
定
を
考
え
て
頂

き
た
い
。

・
区
域
の
確
定
、
面
積
デ
ー
タ
等

整
理
。

　
・
緩
衝
地
域
に
お
け
る
「
産
業
の

維
持
可
能
性
」
に
つ
い
て
、
林
業

生
産
活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
ど
の
よ
う

に
意
見
を
述
べ
る
か
検
討
が
必

要
。

平
成
２
６
年
度
第
１
回
屋
久
島
科
学
委
員
会
の
論
議
の
整
理
　
(そ

の
他
)

課
題

資料５

USER
長方形
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